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小型水槽を用いた地下水動態と自然電位変動の関連に関する研究
A sandbox experiment for hydrology and electromagnetics coupling
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斜面崩壊は世界の自然災害の中でもっとも深刻な災害のひとつであり、それは二つのタイプに分けられる。すなわち、
降雨による斜面崩壊と地震による斜面崩壊である。本研究では、斜面崩壊早期警告システムの基礎研究を水文学的変動
と電磁気学的変動を通じて、斜面崩壊過程を調査することで行っている。本研究の最終目標は、自然電位法を用いた斜
面崩壊過程監視・予測法の創生である。従来の斜面崩壊の観測法は、地表面で水圧や土層の変移量を測定するという力
学的・水文学的手法が基礎であった。これらの方法では、一般に掘削孔が必須であり、これは地表面下の水理システム
を乱してしまうおそれがある。また、ボーリング孔の掘削はコストが高く、野外に適応するにはあまり実用的ではない。
一方で、自然電位法は地表面に設置した電極による受動的な観測なので設置が容易であり、継続的に測定できる。
　本研究では、小型水槽実験を行った。小型水槽では土層の地下水面を調整でき、水文学的変動と電磁気学的変動の

関係を定量的に得ることができる。さまざまな水位、または動水勾配で実験を行った。結果として、界面導電現象と地
下水面によって自然電位の値が制御されていることがわかった。


